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（5）学会活動の実績
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医師 井口信雄 Dual source CT の進化が切り開く新たな循環器
イメージング 中国四国ライブ in 倉敷2025 2025/2/22 倉敷市芸文館

医師 井口信雄 シンポジウム『連合弁膜症の重症度評価と治療
戦略

日本超音波医学会
シンポジウム 2025/6/1 横浜国際会議場

看護部 上戸ゆず
日帰りで ICM 植込み手術を施行後、地方滞在中
に遠隔モニタリングで非持続性心室頻拍を検出
し現地での早期受診に繋げた一症例

日本不整脈心電学会
春季大会 45402 大分県

看護部 長町千里 植込み型心臓不整脈デバイス認定士制度部会　 第70回日本不整脈心電学会学
術集会 45491 石川県

検査科 前田知子 How to session 2
心肺運動負荷試験編

第30回日本心臓リハビリテー
ション学会　 2024/7/13 神戸国際会議場

検査科 前田知子
JHC-JARET-JACR 共催特別企画 ／ 認定 NPO
法人ジャパンハートクラブの理念とその20年の
歩み

第30回日本心臓リハビリテー
ション学会　 2024/7/13 神戸国際会議場

検査科 前田知子 運動負荷・心臓リハビリ 第72回日本心臓病学会学術集
会 2024/9/29 仙台国際センタ－

検査科 前田知子 CPX セミナー 1 「検査中どこに着目してる？」 第9回日本心臓リハビリテー
ション学会関東甲信越地方会 2024/11/9 昭和大学上條記念館

検査科 前田知子 共同演者：心肺運動負荷試験（CPX）指標の基
準値の検討 第61回日本臨床生理学会総会

共同演者：心肺運動
負荷試験（CPX）
指標の基準値の検討

東京都中央区
KABUTO ONE HALL & 
CONFERENCE

�Û�
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医師 編集：井口信雄 監修：磯部光章 心アミロイドーシス　病態と治療、画像診断の最前
線 書籍 ライスサイエンス出版　2025年3月10日

医師 辺泰樹
井口信雄、廣川愛美、高
良綾子、薄井秀美、上田
みどり

循環器外来診療におけるアップルウォッチの多誘導
心電図記録の有用性について 心臓 2024：56（4）368-375

２.　積極的な広報展開
⑴　医療機関向け広報誌
•	 年２回（春・秋）、定期的に刊行して、新宿区・渋谷区・

中野区など近隣の医療機関に送付している。
⑵　ホームページ
•	 2021年10月にリニューアルするとともに広報担当者を

配置して、常に見直しを行っている。
•	 アクセス数はリニューアル直後より、常にほぼ右肩上

がりで増加している。

３.　検診センター
検診センターの新たな取り組み
•	2024年12月渋谷区代々木に榊原記念病院附属クリニックが新たに移転開院した。転院に伴い榊原

記念クリニック分院検診センターは閉院となった。
•	分院閉院に伴い、榊󠄀原記念病院附属クリニックの中で自由診療を担当する部門として検診センタ

ーという名称のもと業務を引き継いだ。
•	榊原記念病院附属クリニックでの自由診療部門の診療体制を新たに再構築して診療を継続開始した。
•	医療渡航支援企業を新たに追加して外国人自由診療の拡大を目指すこととした。また医療相談と

いう業務も新たに追加し、ホームページ内で紹介した。
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検診センターまとめ
今年度は分院検診センター閉院に伴い、過去5年間の実績を比較検討した。結果は前述のス

ライドの通りである。
日本人循環器ドック受診者数は2023年4月より当クリニックと契約していた企業循環器ドッ

クの契約解除により、2022年度63名いた企業循環器ドック受診者が2023年度は0名となったた
め、2023年度は大幅に減少した。しかし、その後徐々に受診者数は回復し、日本人循環器ドッ
クの収益としてはこの5年間で最高益となった。日本人セカンドオピニオン数、外国人循環器
ドック人数も昨年度より増加した。

一方外国人循環器ドックや外国人自由診療は2022年度から再開し、2023年度は順調に受診者
数、収益ともに増加していたが、2024年度は外国人循環器ドック、外国人自由診療数ともに収
益としては減となっ ている。

このような結果の中で、2024年度の検診センターの総収入としては、2023年度と比較して
109 ％の増収 となった。今後も日本人循環器ドックの受診者数増加は重要であるが、外国人循
環器ドックや外国人自由診療については広報を積極的に行い、受診者数増加に努めて行く方針
である。
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榊 原記念病院附属クリニックの開院
2024年12月1日
旧榊󠄀 原記念病院跡地に建設された榊󠄀 原記念ビルディング内に『榊󠄀 原記念病院附属クリニック』

と名称変更して開院いたしました。

内覧会（2024年11月30日）

開院式（2024年12月1日）
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榊 原記念病院附属クリニックの概要

ラウンジ 総合受付・薬局
エントランスホール

《 総合受付 /待合 》

《 待合 》

《 再来受付  》

《 受付  》

《 掲示板 》

《 診察室 》

１F

《 薬局 》

《 ナースステーション 》

《 X線室  》 《 運動負荷室 》 《 特別診察室 》

《 処置室 》

《 心エコー室  》 《 採血室 》

診察室 診察室・ナースステーション
予約・会計・処置室２F

検査室 検査室
Ｘ線 /心電図 /採血 /採尿 /運動負荷 /エコー
特別診察室

３F
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４F および榊 原記念ビルディング内の連携

（Ｃ）　研究所・研修所（所長：研究委員　細田徹）

テーマ 戦略 成果
【研究所】
研究体制の
見直し

○臨床研究
・啓蒙・啓発・教育
・研究立案支援
・学会主導レジストリ

○情報発信
・ホームページの利用
・研究成果発表
・業績データ管理
・業績集発刊

○研究費　
・研究費獲得に向けた啓発
・榊󠄀原院内研究助成の推進
・非常勤研究員制度の推進
・ＪＫＡ補助事業活用

・財団職員の研究活動を支援する榊󠄀原院内
研究助成について、春に一次募集、秋に二
次募集を実施した。また記念病院に勤務実
績のある外部医師を非常勤研究員として採
択した。
・5月から12月の毎週、財団内を対象とす
るセミナーとして、榊󠄀原院内研究助成対象
者及び非常勤研究員による計画発表会、並
びに各部署から最新の話題を提供頂く「榊󠄀
原トピックス」を放映した。
・統計解析や学会発表等に関するオリジナ
ル講義動画を財団職員向けにオンデマンド
で発信し、研究活動を多面的に支援した。
・多職種からなる研究推進委員の間で
Slack のプラットフォームを共有し、最新
の知見や研究遂行上の課題、講演会や研究
費の公募等の情報を随時オンラインで共有
した。
・従来からの学会主導レジストリを継続し
て実施した。ホームページで財団職員の研
究業績を公表し、また従来は紙で提示して
いた財団内で実施中の研究を全てウェブ上
で公表する準備を進めている。
・ＪＫＡ補助事業に新規の応募をしたが、
次年度（2025）は競争が激しく、採択され
なかった。

スタッフフロアー

《 会議室 》 《 ラウンジ 》

４F
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【研修所】

研修体制の統

括運営

○情報発信

・ホームページの利用

○職員・院外講習会運営の支

援

・財団職員を対象とする種々の研修動画をオ

ンデマンドで提供し、新規・中途入職者を含

めて継続的な教育・研修を可能とする体制を

維持している。

・従来、部署毎に個別に管理されていた職員

の教育・研修計画を、教育研修委員会におい

て一括管理する体制を構築した。

・ボストン小児病院、及び全米の医療機関で

スタッフとして活躍する日本人医師の協力を

得て、全国の小児循環器医師及びコメディカ

ルを対象とするセミナーシリーズを米国夏時

間に合わせて毎月実施しており、毎回 100 名

程度に視聴登録を頂き、高評価である。

５.　理事会・評議員会 
（A）2024年4月25日（木）午後1時30分より WEB 会議システムによる評議員選定委員会を開催。

監事1名、外部委員2名が出席し、次期評議員の選任を行った。

（B）2024年6月6日（木）午後1時30分より WEB 会議システムによる理事会を開催。理事現在数19
名のうち出席15名、監事2名出席。
報告事項１．業務執行状況報告・財団本部及び臨床研究施設の運営状況　
報告事項２．評議員追加選任の件
報告事項３．理事の任期更新の件「次期理事（案）」（評議員会議案）
報告事項４．人事関係
報告事項５．2024年度公募研究採択の件
第１号議案　「2023年度事業報告書ならびに貸借対照表及び正味財産増減計算書等承認の件」
第２号議案　「評議員会開催の件」

（C）2024年6月26日（水）午後1時30分より WEB 会議システムによる評議員会を開催。評議員現
在数13名のうち出席8名、監事出席なし。
報告事項１．業務執行状況報告・財団本部及び臨床研究施設の運営状況　
報告事項２．評議員追加選任の件
報告事項３．人事関係
第１号議案　「2023年度事業報告書ならびに貸借対照表及び正味財産増減計算書等承認の件」
第２号議案　「理事の任期更新の件「次期理事（案）」

（D）2024年7月4日（木）午後1時30分より WEB 会議システムによる理事会を開催。理事現在数18
名のうち出席15名、監事2名出席。
第１号議案　「代表理事・業務執行理事（専務理事・常務理事）選任の件」

（E）2024年9月11日（水）午後1時30分より WEB 会議システムによる臨時理事会を開催。理事現
在数18名のうち出席16名、監事2名出席。
報告事項１．業務執行状況報告・財団本部及び臨床研究施設の運営状況　
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第１号議案　「2025年度（公財）JKA 補助金交付要望書提出の件」
第２号議案　「内部通報に関する規定制定の件」
第３号議案　「評議員会開催招集の件」

（F）2024年9月26日（木）午後1時30分より WEB 会議システムによる臨時評議員会を開催。評議
員現在数14名のうち出席10名、監事1名出席。
報告事項１．業務執行状況報告・財団本部及び臨床研究施設の運営状況　
第１号議案　「内部通報に関する規定制定の件」

（G）2025年3月12日（水）午後1時30分より WEB 会議システムによる理事会を開催。理事現在数
18名のうち出席13名、監事2名出席。
報告事項１．業務執行状況報告・財団本部及び臨床研究施設の運営状況
報告事項２．人事関係
第１号議案　「2025年度事業計画書ならびに収支予算書承認の件」
第２号議案　「2025年度医療機器等の更新・購入資金調達計画」
第３号議案　「緊急借入金枠（特別当座貸越）契約更新の件」
第４号議案　「事務局長、監理部長の任期更新の件」
第５号議案　「評議員会召集の件」

（H）2025年3月27日（木）午後1時30分より WEB 会議システムによる評議員会を開催。評議員現
在数14名のうち出席8名、監事1名出席。
報告事項１．業務執行状況報告・財団本部及び臨床研究施設の運営状況
報告事項２．人事関係
第１号議案　「2025年度事業計画書ならびに収支予算書承認の件」
第２号議案　「2025年度医療機器等の更新・購入資金調達計画」

６.　寄附関係 
当会の目的、事業にご賛同の方々から、多額のご寄付を頂きまして誠に有り難うございました。

お陰様で、臨床研究施設に緊要な設備を整えることができました。
2025年度に開催予定の学会、シンポジウム等も準備を進めております。また、当会に基礎をも

つ研究会も所期の業績をあげております。
ご寄附、ご後援を賜りました皆様に謹んで御礼申し上げます。（ご芳名　下段に掲載、順不同、

敬称略）

2024年度事業報告には、｢一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則｣ 第34条第3項
に規定する附属明細書 ｢事業報告の内容を補足する重要な事項｣ が存在しないので作成しません。

※事業報告書内の所属・肩書は、2025年3月31日付のものを記載しています。


